
６ SDGsポイント制度の構築（414.7万円）１ （仮称）SDGs未来会議の開催（3.5万円）
市内中学校の生徒が、ＳＤＧｓを切り口とした今後のまちづくりについて、市

長にプレゼンテーションを行う会議を開催し、未来を創る人材を育成する。

２ SDGsフェスティバルの開催（496.5万円）
お笑い事務所との連携企画や関係部署・市内事業者の

体験・展示ブースなど、SDGsを楽しく学べるイベントを開

催する。お笑い事務所との企画では、SDGs漫才や講演

会を実施するほか、本市のSDGs未来都市計画を編集

し、市民とともに上演することで、従来の周知活動と比較

して話題性が高まり、効果的な理解促進につながる。また、上演までの稽

古を通じて出演者（市民・演劇部の生徒等）のSDGsの理解を深める。

３ SDGs推進ノベルティの制作（110万円）
サーキュラーエコノミーの普及に向け、本来廃棄していたものを使った商

品を市制施行70周年記念品として市内事業者等と共同で制作する。

４ 婚姻届・出生届 70周年記念SDGｓVer.の作成（22.8万円）

５ こうのとりSDGsパートナー宣言制度の構築（47.3万円）
市内事業者等を対象にSDGs宣言制度を構築し、市HP等

でSDGsへの取組を見える化するほか、パートナー交流会

を開催し、市やパートナー間の連携を促進させるとともに、

「埼玉県SDGsパートナー登録制度」につなげる。

鴻巣市SDGs推進事業（鴻巣市）

県重点政策連動事業

【目的】 鴻巣市SDGs未来都市計画に基づき、市民・事業者・行政が連携し、SDGs視点（経済・社会・環境の好循環の創出）による地域課題の解決を図る。

【概要】 イベントの開催や宣言制度の構築により、SDGsの普及啓発を推進し、次のステップとしてSDGsポイント制度の構築により、行動変容につなげる。

要望額：730万円（総事業費：1,095万円） 補助率：2/3

行政のみならず地域団体や市内事業者等によるSDGsに関連する活動を対象にポイン
トを付与し、市民だけでなく市外の人でも活動に参加してポイントを獲得できる仕組みと
することで、SDGsの自分ごと化を促進させるとともに、関係人口の創出、地域経済の活
性化を図る。本制度の実施にあたっては、パートナー事業者の参画を促し、SDGsフェ
スティバルにおいて実証的に運用するなど、事業間連携による相乗効果を生み出す先
進的な仕組みを構築する。

STEP ２ SDGsの達成に向けての行動変容STEP １ SDGsの普及啓発
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